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寺沢龍著
『明治の女子留学生 ~最初に海を渡った五人の少女--j
大西好宣(国際連合大学)
本学会で、「海外からの留学生受け入れも大事だが、
日本入学生の海外留学、いわゆる送り出しにももっと注
目しようJという発雷をして以降{ヘどうしてもその方
面の資料に日が向く O 本書{土日本人留学生の大先輩とも
うべき明治の女性たちについて、その生涯を丹念に追
った資重な記録である。後半、梅子や捨松を取り巻く
人々の描写により多くの説明が費やされ、筆が流れた嫌
いはあるものの、ぞれとて本舎の価伎をいささかも減じ
るものではない。
タイトルにもある五人の少女とは、津田梅子、永升こ繁
子、 ILJ川捻松、古益亮子、上回悌子で、いずれも明治四
(1871)年 11月、岩倉使節団の一員として米サンフラン
シスコへと旅立った、近・現代におけるわが国初の女子
留学生たちである。このっち、本舎の中心となるのは、
津田愁大学の創設者としても名高い津田梅子(応募時6
歳)その人で、ある。
梅子に関しては、大学関係者の尽力もあってか豊富な
資料が揃い、従来から多くの伝記が刊行されてきた出。
しかしながら、本書は 1984年に偶然発見された新資料
(梅子と留学先の母親代わりであったランマン夫人との
29年間にわたる大量の害:街)をも反映したものとなって
おり、帰国後の梅子の仕事に向けた決意、悩み、心の移
ろいまでが見事に活写されている。
その他にも、留学先での戸惑い、ホームシック、
の襲、留学生同士の連策、学業の達成感、帰国後の就職
の困難さと周悶の無関心、いわゆる逆カルチャーショッ
ク、仕事か結婚かの選択、国への忠誠心と日本の発展に
賭ける患い、留学時代の恩師・友人たちとの継続的な交
流、新しい教育への熱意など、本書には現代の留学生問
題にも共通する様々な事柄が描かれている。
例えば、関学先で苦労する梅子を、あらゆる場面で救
ったのが閉じ留学経験者の森有礼引であったこと、そし
て帰国後に一時自暴自棄となった梅子を効けたのも、や
はり海外視察を経験した伊藤博文{じであったことは、さ当
時の留学生の孤独を物語る事実として象徴的だ。いや、
留学したからこそ味わうこうした疎外感というものは、
現代の臼本にも大なり小なり残るものかもしれない。
それでも、彼ら彼女らが決して希望を失わず、当時の
日本に新たな教育の種を蒔こうと努力したことは、読者
である我々をー勇気づける。結果として梅子は無事に津田
塾大学を創設できたが、その陰には多くの留学生仲間や
梅子の留学先の思師・知人による励ましゃ協力があっ
た。同じ時代、青山学院大学や上智大学、同志社大学な
ど、主要な私立学校の多くは、これらの有名無名の元留
学生たちによってその礎が築かれた。本書:はそれらの事
実を余すところなく伝えている O
2009年4月 19日の読売新聞(東京版 13関)には、
「留学しない日本の学生」という記事が掲載されている。
それによれば、留学する日本人は 2004年度の 82，945人
をピークに減り続けているそうである。そのような時代
だからこそ、我々は今一度原点に立ち返り、海外留学の
意義を再確認してみたい。留学事情ばかりでなく、当時
の時代背景なども含めて描かれている f洋行の時代』
(大久保喬樹著、中公新書)と併せ読むことを推奨する。
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学生教育学会での発表、及び論文「日本入学生の海外留学
促進に関する提言:2020年への挑戦Jr留学生教育j第13
号、 2008年12月、fl1学生教育学会、東京
(2)例えば、官JJl5fIJ-n判13梅子j中公文庫、 1930年(文庫と
しでは 1990年)、或いは山崎孝子 f津田梅子j吉JI弘文館、
1962 ij三など
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